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ロマン . スタッフ

新校舎改築委員会の一員として，ォープンス
クールの校舎を始めて見た時には， 「こんな校
舎でどうやって援塑をするんだろう。」という
のが正直な感想だった。
始めてオープンの芋置を見学した時，カルチ
ーショックを受けこのは事実である。しかし，

ショックから立ち直ると，もうオ•-プンの房に
なっていた。今まで不消に思っていたこと，ゃ
りたいと思っていたことが，ォープンの校舎な
らなんでもできると思ったからである。それど
ころか，今まで考えもしなかった学習形態が眼
前に展開したのであるから，狂喜乱舞に近い興
奮状態であった。•
あのカルチャーショックから 1 3 年が経った。

1 人が皆自分と同じだとは思わないが，オープン
I の校舎で過ごせば，少なくとも自分と同じよう
にカルチャーショックを受け，今までの教育に
いくつかの疑問を持つのが当然と墨つていた。
しかし，．そうではない人もいるのたと段々と気
がついてきた。せっか＜オープンの校舎に入っ
ても，壁を作ったとか，今までとなんら変わら
ない授業をしているという話を間くと寂しくな
る。
晟近，・ 「個性化教育を推進したいのが，どの
よっな点が大切か。」等の情報提供を求められ
ることが多くなった。
確かに今まで通りの教育を実践することの方
知簡単である。楽である。疑問を持うていない

b多いかもしれない。しかし，よく考えてみ
たい。一人一人の意欲や関心に応えていただろ
うか C 一人一人の学習課題を大切にしていただ
ろうか。一人一人の学習の状況を把握していた
だろうか。一人一人の評価を充分していただろ
うか。複敷の教師の能力を十二分にいかしてい
ただろうか。こう考えてくると個別化・個性化
の実践がいかに生まれ発展したきたがよくわか
る。まずは，現場の教師の日常の疑問や課題に
応える実践として，個別化・個性化が生まれ，
全国で共感を得て実践が広がってきた。明日を
担う子どもたちのために何が必要か，明日の教
肴を切り開くにはどうしたらよいか。
現在の個性化教育の流れは，先進校と全国に
広がる実践者のロマンと努力で大きなうねりと
なって展開していると言っても過言ではない。
私が，個性化教育，ォープン教育に取り紺む
重要な要素として挙げてきたものは 「ロマン

カリキュラム

繹願麟蜘
・スタッフ・カリキュラム」の3つである。ロ
マンを最初に挙げでいるのは，長くなったが以
上のような理由からなのである。
いくらロマンがあっても，一人では単に学級
だけの実践となってしまう。個性化教育が従来
の教育の潮流の中でも特異なのは，学校全体の
取り紺みとして全国的に広がっているというこ
とである。これは日本の教育に例を見ないこと
である。これは指導をされてきた加藤幸次先生，
緒川小学校を始めとする先進校の影響はもちろ
んであるが，個性化教育自体が学校全体の取り
紺みをもって成果をあげる構造を持っているか
らである。そこで， 「スタッフ」と「カリキュ
ラム」が重要になってくるのである~ ｷ:.. • 
スタッフには，管理職・研究スタッ：うはもち
ろんのこと，校務分掌等を通した有機的な運営
も含まれる。これについてはくわしく延べる必
要はないと思う。一つだけあえて延べるとすれ
は，スタッフは「集める」のではなく・「育つ」
のだというこであろう。ロマンを語ることによ
って，誰論を通して，日々の実践や研究実践を
通して， 「育つJ O)である。
いくら素晴らしい研究実践をしても，本年度

限りというパターンの学校が多いようである。
時間をかけて練った指導案や時問と労力の成果
の資科が，研究実践が終われば，反貧会の酒と
一緒にあっという間に散逸するといっJヽターノ
をいやという程見てきた。例えば6回の研究実
践を 5年続けたとすると 30単元になる。 5年
で30単元の学習が変わるのである。何ヵ月も
準備したことの 100 ％という訳にはいかない
だろうが，その何割かが実践されれば，これは
すこ••いことである。
指導計画だけでなく，ノーチャイム制やOO
学習のような個別化・個性化の学習枠の慇定，
あるいは体験学習やイベントをカリキュフムと
して位置づけることが「カリキュラム」の意味
である。
私の勤務校もそうであるが，これからも続々
とオープンの校舎が増えるだろうと予想される。
できるだけ多くの素晴らしい校舎が活用され，
本来の機能を発揮し，新しい教育活動が展開さ
れることを祈ってやまない。
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妾Ji壬里事決まる
平成 7年度の理ボを、平成 6作度に引き続き
まして下品のガ々にお引き受けいただくことに
なりました。よろしくお願いいたします。なお、
交代を予定されている等の新理事の方々につき
ましては、確詔の遅れなどで、お名前が戟って
いない場合があります。ご了承下さい。
（平成7年4月現在）
会長染田屋諏相（東京・元板橋区教育長）
副会長 加藤幸次 （東京・上智大学教授）
II 永地正直 （東京•生涯学習研究所主宰）
理事岩崎誠一 （教育環境計画研究所長）
II 大井秀夫 （北海道・前帯広第5中校長）
II 小川 清 （北海道・前啓西小学校長）
II 坂井輝幸 （北海道・栄小学校長）
” 佐藤有 （北海道教育大学文部教官）
II 五十崩庸 （福島・大越小学校長）
II 齊藤健一 （福島・飯野町教育長））
II 武藤義男 （福島・前三春町教育長）
_II 野村裕チ （福島・郡山市教育委員会）
I1 0江連富男 （埼玉•吉岡中学校長）

I1 0山崎和雄 （埼玉・八幡小学校長）
9, 0徳永隆憲 （千葉 •PTA連絡協事務局長）
I1 0坂地澄夫 （千葉・五郷小学校教頭）
II Q石坂和夫 （国立教育研究所室長）
ii O上山英昭 （束京・十文字学園短大諸師）
'.i, ·O行徳高徳 （目黒区教育研究所所長）
I1 0久保田滋 （東京・芦屋大学教育学部）
I1 0清水正三郎（東京・大束文化大学教授）
/1 0志茂暁子 （東京・月光原小学校長）
II O高浦膀義 （国立教育研究所室長）
I1 0永井タケ子（町田市南第三小学校教頭）
/1 0平野朝久 （東京学芸大学助教授）
I1 0松野康子 （東京・黒門小学校長）
II O浅沼茂 （東京・東京学芸大助教授）

JI 0 小堀常子 （町田市小金井小学校長）
ii 神代醇ー （静岡•島田市教委教育課長）
II 青木昭平 （新潟・黒崎町教委教育長）
II 松原雅子 （富山・入善町上青小学校）
II 上島賢ー （冨山・入善町野中小学校長）
II 松下晴彦 ・（愛知•椙山女学園大助教授）
// 皿井信 （愛知・ニ） 9|南小学校長）
II 鈴木正幸 （神戸大学教授）
II 長田勝男 （沖縄・那覇市教育委員会）
II i度久地政吉（沖縄．；那覇市教育研究所長）

••••••東海個性化教育研究会•…•、. • 
理事0新芙一成 （会長東浦町教育長）
II ()村田武雄 （副会長 島田市教育長）
II Q川瀬義明 ( // 池田小学校長）

II 今泉昭郎 （愛知・稲武小学校長）

II 増田智治 （静岡・ lJJ倉小学校長）
” t「木米治 （静岡・六合中学校長）
II 中山郁義 （静岡・初倉南小学校長）
II 森幸彦 （三重•松阪市第一小学校長）
II 薩谷信 （愛知・片距小学校長）
II. f翻 l崇文 （愛知・卯ノ里小学校）
II 魚住忠久 （愛知教育大学教授）
II . 竹内通夫 （金城学院大学教授）
II 成田幸夫 （監査大府中学校教頭）
II 横山謙二 （監査森岡小学校）
II 稲葉耕一 （事務局長緒川小学校長）

……九州個性化教育研究会••••••
理事0前崎敬雄 （会長第一経済大助教授）
I1 0荒木隆 （副会長福岡教育事務所長）
II 0宮里朝景 ( ,, 沖縄・具志川市教委）
II 加藤幸次 （顧問東京・上智大教授）
91 0三原英雄 ( II 福岡•春日市教育長）
II 村田喜一郎（福岡・北九州教育委員会）
II 野口良治 （佐賀・山内西小学校）
II 中島増夫 （鹿児島•前加世田小学校長）
II 松尾法夫 （福岡•宗像市東郷小学校長）
II 田中普 （福岡・教育事務所主事）・

II 柏木順子 （福岡•田川市立中央中教頭）
II 竹浦ミトカ（福岡・久山町立幼稚園長）
II 木下啓作 （福岡・北野小学校教頭）
II 池田信一 （福岡・志免西小学校）
II 白水明 （福岡・教育事務所）

…•••関西個性化教育研究会（予定）．．．．．．

理事0中井良興 （会長但東中学校長）
I, 0鈴木正幸 （副会長神戸大学教授）
I1 0長道固順 ( // 遷喬小学校長）
II 坂本邦夫 （顧問神戸学院女短教授）
II 須田 勇 ( II 神戸海星病院顧問）
II 加藤幸次 ( II 東京・上智大教授）
II 辰巳昌男 （兵庫・清和台小学校長）
II 本岡志東 （兵庫・多聞台小学校教頭）
II 堀真一郎 （和歌山・きのくに子ども

の村学園長・校長）
II 柑良教子 （京都・滋賀大学教授）
II 石川克彦 （兵廊・合橋小学校長）
II 蓬郷和男 （岡山・元遷苦小学校長）
”• 末方緻郎 （兵庫・尼崎教育総合しンター）
/9 塩J II剛三 （兵庫・但東町教育長）
./9 今谷順重 （兵窟・神戸大学教授）
II 大矢晟 （兵庫・樫野台小学校校長）
II 中井良宏 （三重•松阪大学教授）
II 戸江茂博 （兵庫・頌栄短大助教授）
11 D.Willis （兵庫・相愛大学教授）
II 石田 光 （大阪幼少年教育研究所長）
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理事黒瀬杏三 （兵窟・稗田小学校長）
II 上村元正 （兵庫・山崎東中学校長）
II 三木堅吾 （兵庫•豊岡町三iI小学校長）
II 山本欽三 （兵庫・神戸市樫野台小校長）
II 谷口育史 （事務局神戸市樫野台小）

(0印は常任理事）
※理事の方々の記載事項に誤りがありましたら
事務局までお知らせください。

平咸6年渡全履罰純翻罷岱聾
鎖酷 l拓，3． 3l

〇収人の部

種別 .. 予..．....:, 算 決算 備考

個人会費 1000000 1017000 3000円

団体会贅 .ｷ220000. 200000 5000円
東海個研 700卯 82000 1500円
事業収益 100009ｷ • 103000 会誌売上
繰越金 181102ｷ 18l l02 
預金利子 1000 13500 定期解約
その他 50000 ｷ: 166138 研参加費

合計 1672102 1763240 

部の出支゚
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款 項目 予算 決算 備考

事 研究研惨 70000 70000 
業 広報活動 700000 648875 
費 研究発表 70000 70000 
支部活動 100000 89600 
会議費 80000 53000 

事 事務費 105000 62117 
・務 連絡通信 500000 687882 
費 消耗品費 45000 42500 

諸費 20000 3360 

予脩費 2102 

゜合計 1672102 1727334 

！〇差引残高・—--------- 35906 円
! •上記の通り決算報告いたします。

平成7年3 月 3 1 日
会長染田屋謙相

事務局長高浦勝義
会計部長中澤米子

・監査の結果、相違ないことを認めます。
平成7年3 月 3 l 日

会計監斉盟悶 □I 
印章省略 1 

平咸7年炭鍾罰化教育罷知塑 l 
会計算案 l曲． 3.31 I 
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3000円
5000円

1500円

会誌印税

0支出の部 .. • : •. 

`古k 項目 予｀，：：算 決算 I 備考

事 研究研修 ., .. -30000 

業 は報活動 650000 
費 究発表 70000 

支部活動 80000 
会譜費 20000 

事 事務費 50000 
務 連絡通信 600000 

費 消耗品費 35000 
諸費 1906 

合計 1536906 

平咸 7年度活動計画
螂『値憫癒前て忍』館◎甥の啜靡
6月の発行をめざして、最後の準備を進めて

います。今回は、 「個性の捉え方」をテーマに
論文を 1 1 本収録します。

館lll-
8月 1 日（火） ～ 2 日（水）

於 福島県田村郡三春町立桜中学校
, 中郷小学校

新しい学校と個性化教育をメインテーマに町
をあげて先進的に個性化教育に瑕り維んでいる
三春町を会場に間催します。奮ってご参加下さ
い。
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